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This study aimed to examine factors influencing the intention to participate in the
management of supporters. Data were collected from 619 J-League supporters, and was used
to measure their intentions. We also used a covariance structural analysis (Structural equation
modeling) to investigate the primary factors influencing the intention to participate.
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The results indicated values (means and standard deviations) of intention to participate
were similar to those of fan community identification and local attachment. . Regarding the
questions on intention to participate, the average value was highest for “I want to express my
opinion about FC Gifu,” while the average value was lowest for “I want to help finance FC
Gifu.”
As a main analysis, Structural equation modeling revealed local attachment and team











































Yoshida et al.（2015）は，愛着理論（attachment theory）と社会的アイデンティティ理論を背
景に，先行研究で示されてきた愛着の対象（スポーツへの愛着，選手への愛着，地元地域への愛














































調査期間は，2015 年のシーズン終了後の 2015 年 12 月 22 日から 2016 年 1 月 15 日である．回






の尺度を用い，それぞれ 3 項目で測定した．チーム ID は，Trail and James（2001）の尺度 3 項目
を使用し，日本語訳は仲澤・吉田（2015）で用いられている日本語訳を用いた．参画意図は，サ
ポーターズトラストを念頭に，「FC 岐阜のクラブ運営に参加したい」「FC 岐阜に対して意見を述













分析は，SPSS23.0 および Amos23.0 を用いて行う．
４．結果
4.1．調査対象者の属性
調査対象者の属性は以下の通りである．性別は，男性 81.9%，女性 17.9% であった．年齢構成
は，40 代（36.0%）がもっとも多く，次いで 30 代（26.7%），50 代（20.7%）と続き，20 代（7.9%）
と 60 代以上（7.9%）は同じ割合であった．職業は会社員が 58.2% ともっとも多く，次いで公務












成概念信頼性（Construct Reliability）を算出して行った（表 1）．Cronbach のα係数は基準値（α
=.72 以上：Nunnally，1978）を満たしたが，構成概念信頼性は参画意図（CR=.51）のみ基準値
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表 1 尺度モデルの検証
(CR=.70 以上：Fornell and Larcker，1981）を下回った．しかし，α係数が基準値を満たしてい
ることから，尺度は概ね信頼性を備えているといえる．収束的妥当性については，AVE（average
variance extracted）を用いた（表 1）．分析の結果，すべての変数において基準値（AVE=.50 以
上：Fornell and Larcker，1981）を満たしたことから収束的妥当性が確認された．また，弁別的
妥当性を検討するために各変数の AVE と因子間相関の二乗を比較した（表 2）．その結果，ファ





愛着，チーム ID と共に合成変数の平均点および標準偏差を算出した．参画意図 4.4（S.D1.4），










は，γ=.69，p<.01 であった．よって，ファンコミュニティへの愛着はチーム ID に正の影響を及
ぼすという仮説 1 は支持された．また，地域への愛着からチーム ID へのパスはγ=.11，p<.01 で




3 は支持された．さらにチーム ID から参画意図へのパスは，γ=.45，p<.01 であり，仮説 4 も支
持された．最後に地域への愛着から参画意図へのパスは，γ=.20，p<.01 であり，仮説 5 について
も支持された．
モデルにおける決定係数（R2）はチーム ID で R2=.54，参画意図で R2=.31 であった．つまり
ファンコミュニティへの愛着，地域への愛着でチーム ID の分散の 54％が，ファンコミュニティ









































ることであった．ファンコミュニティへの愛着はチーム ID に正の影響を及ぼす（仮説 1），地域
への愛着はチーム ID に正の影響を及ぼす（仮説 2），ファンコミュニティへの愛着と地域への愛
着は正の相関関係にある（仮説 3），チーム ID は参画意図に正の影響を及ぼす（仮説 4），地域へ
の愛着は参画意図に正の影響を及ぼす（仮説 5）．仮説モデルは、J リーグ観戦者から収集したデー
タを用いて検証された．その結果，モデルはデータに適合し，仮説モデルは実証された．また，









1）確認的因子分析における基準値はすべて Hair et al.（2005）を用いた．
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